<書評>石山忠造著『小学校社会科教育法』 by 横山 十四男 & Toshio Yokoyama
筑波社会科研究 2号 (198 3) 
実践編である「 Il地理的学習の展開」は，一社会科指導計画と地理的学習，二 各学年での




















































学習形態としては，調査・報告・討議等 9 形態を，学習方式としては，問題解決・検証• 発見
・プログラム等14方式を，学習様相としては，個別・小集団・全体の 3者をあげ，教材忙応じ
てこれらを適当匠かつ有機的忙混合することが理想だとしておられるのである。
なおその低か， 「理性と感性を織りなす学習指導」 (20 6ページ）とか，子供忙学習意欲を
促すための「おしめノート」 (21 8ページ）の提唱など，長い経験に裏づけられた実践論が珠
玉の如く各所忙ちりはめられている。 （筑波大学教育学系助教授）
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